
 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月２２日は「国際生物多様性の日」です。１９９２年５月２２日に「生物多様性条約」が採択され

たことを受け、２０００年に制定されました。 

生物多様性は、地球の骨組みを形成するものです。現在そして未来の我々人間のウェルビーイン

グを支える土台として、その急速な減退は自然界同様人類の存続をも脅かします。２０１９年に生

物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム（IPBES）が発表した

「生物多様性と生態系サービスに関する地球規模評価報告書（https://ipbes.net/global-

assessment）」は、生物多様性の減少の主な原因として、気候変動、侵略的外来種、自然資源の

乱用、公害および都市化を挙げています。さらに、陸上生態系における多様性の減少の７５％が人

間活動に起因すると指摘しています。しかし、報告書は、これらの問題に対する解決策は存在し、行

動を起こせば事態を改善することができることも示しています。 

生物多様性の減少に歯止めをかけ、逆にこの流れを変えるためには、人間の果たす役割、行動

様式、そして生物多様性との関係性を変えることが不可欠です。解決策は多くあり、ユネスコの多

様なネットワーク、プログラムやパートナーたちは、世界各国における前向きですばらしい変化の兆

しを見てきました。また、ユネスコは、加盟国とその国の人々が、生物多様性を理解し、享受し、保護

し、持続可能な方法で利用することによってその減少を食い止める取組を支援しています。 

国際生物多様性の日」は、まさに生物多様性に関わる課題に対する理解を深め、意識を改革す

ることを目的としています。 

〇 ユネスコHP「国際生物多様性の日」（英） 

https://en.unesco.org/commemorations/biodiversityday 

〇 ユネスコスクールHP（英）「国際デー」 

https://aspnet.unesco.org/en-us/international-days 

＜２１世紀末までに１４５万種の生物が絶滅＞ 

アメリカ国務省が発行した「特別調査報告書」によると、１９世紀末までは４年間に１種の絶滅ス

ピードは年々早くなっています。２０世紀には１年間に１種、現在は１時間で８種の生物が失われて

いるといいます。  

＜生物多様性がなくなることによる人間への影響＞ 

生態系は複雑で多様なものですが、私達人間も動物です。酸素の供給や、気温、湿度の調節、

豊かな土壌、食べ物、医薬品、品種改良、バイオミミクリーなども生物の多様性があってこそ成り立

っています。一説によると、ハチやチョウなどの花粉を運ぶ虫がいなくなると、農産物の生産高が年

間２０００億ドル以上減少するとの試算もあるそうです。地域の文化的な多様性も、動植物の多様

性によって生まれています。生物多様性が失われるということは、私達人間の暮らしも危ぶまれると

いうことなのです。 

＜生物多様性が失われる原因＞ 

生物多様性が失われる原因には４つあるとされています。❶ 開発や乱獲による種の減少、絶

滅、生息地の減少、❷ 里地や里山の手入れ不足による自然の質の低下、❸ 外来種などの持ち

込みによる生態系への影響、❹ 地球環境による変化です。 

＜最先端技術の活用による復活・保護活動＞  

近年、最先端技術を活用して絶滅した動物やレッドリストに載っている動植物の保護が行われる

ようになっています。その代表的なものが、１万年前に絶滅したとされるマンモスです。シベリアの

永久凍土に埋まっているマンモスの体細胞などを取り出して、復活させようとする試みです。マンモ

ス以外にも、世界的にこうした取組は広がっています。しかし、絶滅した原因を取り除かなければ、

根本的な解決にはなりません。保護と生態系のバランスをとり、人との共生をはかるための息の長

い継続的な取組が求められています。 

 

 

 

このことについて、北九州市教育委員会生徒指導課より通知がありましたのでお知らせします。

各学校では、令和３年４月２８日から、全国で運用開始された「熱中症警戒アラート」を活用しなが

ら熱中症事故の防止について、適切に対応しています【具合が悪くなった場合には、早めに活動を

中止させ、適切な処置を行ったりする（救急搬送を含む）等、万全を期していきます】。生徒のみな

さんは下記の事項に留意してください。 

❶ 規則正しい生活（早寝・早起き、３食きちんと食べる等）を送りましょう。 

❷ 学校に来るときは、水分は多めに持参し、喉が渇く前にこまめに水分補給をしましょう。 

❸ 屋外における活動の際には、原則帽子等を着用しましょう。 

  今週は全国的に気温が上がり、３０℃を超える箇所も出ています。福岡県でも、昨日、暑さ指数

（ＷＢＧＴ）２５℃以上の「警戒」が出されています。 

小・中学校では、運動会・体育大会の練習、新体力テストの計測、部活動等が行われています。

気温がこれまでより上昇し、かつ、暑さに体が慣れていないこういった時期に運動や屋外の活動を

行うと、熱中症事故が発生する可能性が高くなります。 

市内の学校は、下記の点に留意し、熱中症事故未然防止に努めていきます。熱中症は命に関わ

ります。緊急の場合は救急車を要請します。ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

〇 「北九州市 学校における熱中症対策ガイドライン」を参考に熱中症事故未然防止対策を講じ

ること。 

〇 のどが渇く前に、こまめに水分補給をさせること。（教師が指示を出す）塩分補給が行えるよう

経口補水液等を保健室などに常備しておくこと。 

〇 事前の健康観察及び活動中にも児童生徒の観察を行い、体調不良の児童生徒は運動を控え

させること。 

〇 体育や校外活動・部活動等の活動中はマスクをはずすこと。 

〇 室温が２８℃以下になるように空調機器（冷房）を使用すること。（換気も行うこと） 

〇 気象情報や熱中症アラートを参考にするとともに、自校でも活動場所の暑さ指数を計測し、暑

さ指数が「２８℃」を超えた場所では激しい運動を中止すること。「３１℃」を超えた場所では活

動を原則中止すること。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

５月２２日は「国際生物多様性の日」 

 

熱中症事故未然防止の徹底について 


